
口 草地学会努台うらの一こま

農学部長をはじめ大原教授、広瀬教授、星野部長ら大物をょうする大会運営委員会の構想もま

とまり、いよいよ乙れからというときに万般をつかさどるはずだった村上絡さんが帯広畜大へ出

向口これはかえすJがえすも残念なととであった。そのあとはな前が一切の雑用をやれということ

で適当にbだてられたり、叱られたり、行きつ戻りつ一一一体農林省から月給を貰ってよいのか

な(ほんとにまじめに)思ったくらい一一それでも邸内の諸活はもとより北大の諸先生などに大

いに協力してもらったかかげ・で大した手違いもなく 8月28日を迎えた。気がかりなことが一つ

あった。それは 2.'9回に予定されているボシマ一、ク 3ユ-t/ーに対する記念品贈呈式、引き続

〈学会功労者(町村知事ほか5氏)に対する感謝状たよび記念品贈呈式の舞台装置をどうするか

で‘あった。以下贈呈式に漕ぎつけるまでのてんまつo

2.8日午後、贈呈式次第について三井、大原、星野三者会談。グリユーガ一氏のために日本草

地学会としての記念品を 28日中に適当に見料勺て準{Jf，'jす・る ζ と、ポシマー、クリユーガ一両氏

に花束附呈を行うこと、その.ための女性をご人早急に見つけることがきまったが式次第について

は意見がまとまらず、夜の懇親会のあとに改めて段討するということで散会。大丈夫がなと思っ

たが案の定、総親会のあとのコースに贈呈式の段取りが組まれるわけはない。明くれば 29日、

花束は明道花!吉に頼み、二人の女性もやっとのことできまったので何はともあれ式次第をきめて

もらなうとあせったが、弱り目にたたり目というのか贈呈式に先立つ!fきyjlj諮.演の第 1演者、町村

敬武さんのi向につけるべき大きいリボシ・がない。詰演開始寸前のことなので子の打ちょうもない。

贈呈式までに何とか間に合わせるように手配。それやこれやで時間]は容赦なく経過するo 大、原先

.生の競演の終るのを待ち、やっとの思いで三井、大l良、星野三巨頭にロビーにな集り願ったのが

1 0時 3.0・分を過ぎていたと記憶している。さっそく 1時間後に迫った贈呈式次第についてけん

けんが〈がく。三由頁から三般の案が出されたのだから無理もない。 30分経ってどうにか星野

案で落着。贈呈式が始まるまでの 3 0分11:¥]の短かかったこと。花束はともかく、外人両氏に贈呈

する記念品がややとしい。日本草地学会と北海道草地研究会からそれぞれべつに 2種斜ずつのも

のをしかもボンマ一、クリユーガ一両氏同じものではなく(したがって 4極減になる)さ iらに見

かけ'は四っともほとんど区別しにくい同じ大きさの包装のものを学会長と研究会長がべっべつに

贈呈するという仕組みだっ?と。何とか陥官室わずに切り抜けられたのはついていたという以外の何

物でもない。
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